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医療経営士 資格認定試験3級 2級 受付
中!!

9月13日
氺まで!

同僚や
知り合いの方に
ご紹介ください

第22回「医療経営士3級」 第14回「医療経営士2級」

受験資格

試験会場
（予定）

受験料
※手数料別途

団体受験	 ◇受験者10名を超える場合、団体としてまとめてお申し込みできます。
	 ◇一定の条件を満たした場合、認定会場制度をご利用できます。※審査があります

年齢、学歴、国籍等の
制約はありません

3級資格認定試験合格者かつ、
本会正会員

札幌・仙台・東京・金沢・名古屋・
大阪・広島・高松・福岡・鹿児島・沖縄

札幌・仙台・東京・金沢・名古屋・
大阪・広島・高松・福岡・沖縄

分野受験者
（分野合格者）

医療経営士　資格認定試験　日程

試験日

9月20日氺受験料支払締切日

8月14日⺼～9月13日氺受験エントリー期間

1029日2017年
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６
月
1₈
日︵
日
︶実
施「
医
療
経
営
士
」資
格
認
定
試
験
の
合
格
者
を
発
表

過
去
最
多
４
０
３
５
人
が
３
級
を
受
験

３
級
合
格
者
の
累
計
は
１
万
人
突
破
！

●
受
験
者
数
・
合
格
率
【
表
１
】

　

受
験
申
込
者
数
４
３
２
６
人

の
う
ち
４
０
３
５
人
が
受
験

（
受
験
率
93
・
３
％
）し
、１
９

２
４
人
が
合
格
（
合
格
率
47
・

７
％
）
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
第
１
～
21
回
ま

で
の
累
計
受
験
者
数
は
２
万

２
４
１
８
人
、
累
計
合
格
者
数

は
１
万
４
人
と
な
っ
た
。

●
年
代
別
構
成
【
表
２
】

　

受
験
者
数
、
合
格
者
数
は
と

も
に
「
40
歳
以
上
49
歳
以
下
」

が
最
多
、
僅
差
で
「
30
歳
以
上

39
歳
以
下
」
が
続
く
。
合
格
率

は
「
40
歳
以
上
49
歳
以
下
」
が

最
も
高
く
、
唯
一
50
％
を
超
え

て
い
る
。

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
は
７
月
18
日（
火
）、
第

21
回
「
医
療
経
営
士
３
級
」
お
よ
び
第
13
回「
医
療
経
営
士
２
級
」

資
格
認
定
試
験（
と
も
に
６
月
18
日［
日
］実
施
）の
合
格
者
を
発

表
し
た
。
３
級
試
験
は
過
去
最
多
だ
っ
た
前
回
試
験（
２
２
４
５

人
）を
大
き
く
上
回
る
４
０
３
５
人
が
受
験
し
、１
９
２
４
人
が

合
格（
合
格
率
47・７
％
）。そ
の
結
果
、累
計
合
格
者
数
は
１
万
人

の
大
台
を
突
破
し
た
。
同
じ
く
過
去
最
多
の
受
験
者
数
と
な
っ

た
２
級
試
験
と
合
わ
せ
て
試
験
結
果
を
報
告
す
る
。

●
男
女
別
構
成

　

男
性
の
受
験
者
数
３
５
８
９

人
、
合
格
者
数
１
７
２
２
人
、

女
性
の
受
験
者
数
４
４
６
人
、

合
格
者
数
２
０
２
人
と
な
っ
て

お
り
、
合
格
率
は
男
性
48
・
０

％
、
女
性
45
・
３
％
で
、
男
性

の
ほ
う
が
２
・
７
％
高
い
。

●
勤
務
先
別
構
成
【
表
３
】

　

引
き
続
き
、
製
薬
企
業
か
ら

の
受
験
者
が
拡
大
し
、
受
験
者

数
、
合
格
者
数
、
合
格
率
と
も

に
「
医
療
関
連
企
業
」
が
ト
ッ

プ
。
合
格
者
数
は
全
体
の
80
・

２
％
を
占
め
る
。
合
格
率
も

52
・
7
％
と
非
常
に
高
く
、
全

体
平
均
を
押
し
上
げ
た
。
今
後

も
こ
の
傾
向
は
続
き
そ
う
だ
。

第
21
回「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格
認
定
試
験

第
13
回「
医
療
経
営
士
２
級
」資
格
認
定
試
験

●
受
験
者
数
・
合
格
率
【
表
４
】

　

受
験
申
込
者
数
４
６
７
人
の

う
ち
４
３
７
人
が
受
験
（
受
験

率
93
・
６
％
）
し
、
１
２
７
人

が
合
格
（
合
格
率
29
・
１
％
）。

受
験
者
数
は
前
回
試
験
よ
り

１
８
４
人
増
え
、
受
験
者
数
、

合
格
者
数
と
も
に
過
去
最
多
を

更
新
し
た
。
合
格
率
は
累
計

25
・
１
％
よ
り
４
・
０
％
高
か
っ

た
。　

　

そ
の
結
果
、
第
１
～
13
回
ま

で
の
累
計
受
験
者
数
は

３
３
４
４
人
、
累
計
合
格
者
数

は
８
４
１
人
と
な
っ
た
。

●
年
代
別
構
成
【
表
５
】

　

受
験
者
数
は
「
30
歳
以
上
39

歳
以
下
」、
合
格
者
数
は
「
40

歳
以
上
49
歳
以
下
」
が
最
多
。

合
格
率
は
「
40
歳
以
上
49
歳
以

下
」
が
最
も
高
く
、
僅
差
で

「
50
歳
以
上
59
歳
以
下
」が
続
く
。

【表1】 第21回3級試験および過去試験累計 結果概要
第21回試験 第1～21回試験累計

受験者数 4,035人 22,418人
合格者数 1,924人 10,004人
合格率 47.7% 44.6%

【表2】 第21回3級試験 年代別構成
年代 受験者数 合格者数 合格率

29歳以下 632人（15.7％） 238人（12.4％） 37.7%
30歳以上39歳以下 1,349人（33.4％） 655人（34.0％） 48.6%
40歳以上49歳以下 1,374人（34.1％） 705人（36.6％） 51.3%
50歳以上59歳以下 647人（16.0％） 311人（16.2％） 48.1%

60歳以上 33人（0.8％） 15人（0.8％） 45.5%

【表3】 第21回3級試験 勤務先別構成
勤務先 受験者数 合格者数 合格率
病医院 343人（8.5％） 124人（6.4％） 36.2%

医療関連企業 2,931人（72.6％）1,544人（80.2％） 52.7%
金融機関 435人（10.8％） 129人（6.7％） 29.7%

大学・短大生 21人（0.5％） 2人（0.1％） 9.5%
その他 305人（7.6％） 125人（6.5％） 41.0%

※コッコ内の数値は全体に占める割合。小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計
が100％にならない場合がある。　

※勤務先別の「その他」には、弁護士、税理士等の士業、建設会社等の一般企業が該当する。



MMSNEWS ［2017年9月号］2

●
男
女
別
構
成

　

男
性
の
受
験
者
数
３
８
１

人
、
合
格
者
数
１
１
１
人
、
女

性
の
受
験
者
数
56
人
、
合
格
者

数
16
人
と
な
っ
て
お
り
、
３
級

同
様
、
男
性
が
大
多
数
を
占
め

る
。
合
格
率
で
は
男
性
29
・
１

％
、
女
性
28
・
６
％
と
な
っ
て

お
り
、
男
女
で
大
き
な
開
き
は

な
い
。

●
勤
務
先
別
構
成
【
表
６
】

　

受
験
者
数
、
合
格
者
数
、
合

格
率
と
も
に
「
医
療
関
連
企

業
」
が
ト
ッ
プ
。
合
格
率
35
・

３
％
は
全
体
平
均
よ
り
６
・
２

％
高
く
、「
医
療
関
連
企
業
」

の
累
計
合
格
率
23
・
３
％
を

12
・
０
％
も
上
回
っ
た
。
３
級

試
験
同
様
、
製
薬
企
業
か
ら
の

受
験
者
拡
大
が
影
響
し
て
い
る

が
、
十
分
な
受
験
対
策
を
行
っ

た
う
え
で
、
試
験
に
臨
ん
で
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

協
会
設
立
か
ら
７
年
、
３
級

の
累
計
合
格
者
は
つ
い
に
１
万

人
の
大
台
を
突
破
し
た
。
資
格

と
し
て
一
定
の
認
知
度
を
得
た

こ
と
で
、
今
後
は
よ
り
一
層
、

一
人
ひ
と
り
の
資
質
や
日
頃
の

活
動
の
成
果
が
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
本
年
６
月
に
は
「
医

療
経
営
士
１
級
」
の
資
格
認
定

要
件
が
改
正
さ
れ
、
す
べ
て
の

会
員
が
１
級
を
取
得
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
３
級
合
格
者
は

２
級
、
１
級
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
を
目
指
し
、
自
己
研
鑽
に

励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

多
く
の
医
療
経
営
士
が
自
身

の
存
在
価
値
を
発
揮
し
、
病
院

経
営
や
地
域
医
療
に
貢
献
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

試
験
結
果
総
評

【表4】 第13回2級試験および過去試験累計 結果概要
第13回 第1～13回試験累計

受験者数 437人 3,344人
合格者数 127人 841人
合格率 29.1% 25.1%

【表5】 第13回2級試験 年代別構成
年代 受験者数 合格者数 合格率

29歳以下 25人（5.7％） 5人（3.9％） 20.0%
30歳以上39歳以下 168人（38.4％） 44人（34.6％） 26.2%
40歳以上49歳以下 137人（31.4％） 46人（36.2％） 33.6%
50歳以上59歳以下 99人（22.7％） 32人（25.2％） 32.3%

60歳以上 8人（1.8％） 0人（0.0％） 0.0%

【表6】 第13回2級試験 勤務先別構成
勤務先 受験者数 合格者数 合格率
病医院 77人（17.6％） 20人（15.7％） 26.0%

医療関連企業 235人（53.8％） 83人（65.4％） 35.3%
金融機関 83人（19.0％） 18人（14.2％） 21.7%

大学・短大生 0人（0.0％） 0人（0.0％） ─
その他 42人（9.6％） 6人（4.7％） 14.3%

※コッコ内の数値は全体に占める割合。小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計
が100％にならない場合がある。　

※勤務先別の「その他」には、弁護士、税理士等の士業、建設会社等の一般企業が該当する。

法 紹人 介正 会 員 大塚製薬工場

医療機関の経営視点に立った
質の高い情報提供を目指す
国内の輸液市場においてトップシェアを誇る大塚製薬工場では、
地域医療に貢献できるMRの育成に向けて医療経営士の資格取得に取り組んでいる。
取締役・営業本部長の小川元一氏と営業本部営業企画部専任課長の森光章氏に、
資格取得のきっかけや今後の展望についてお話をうかがった。

　1921年に創立された「大塚製薬工場
部」を前身とする弊社は、大塚グループ
発祥の会社として、70年以上にわたり輸
液事業に取り組み、日本の輸液開発を牽
引してきました。輸液製剤以外にも経腸
栄養剤などの医療用医薬品、経口補水液
や濃厚流動食などのメディカルフーズを
取り扱っており、急性期から回復期を経
て、日常生活に戻るまで患者さんの栄養
管理を総合的にサポートする製品を提供
しています。
　弊社の主力製品である輸液製剤は通常
の医薬品とは異なり、医師、薬剤師、看
護師、管理栄養士など多くの医療従事者
の関与を経て、患者さんに投与されると
いう特徴があります。加えて、「安全性（感
染や針刺し事故への対策）」「迅速さ（調
整の手間を軽減）」「利便性（キット化）」
などを考慮した製品開発がとても重要で
す。MRはそうした自社医薬品の情報提
供・収集およびＰＭＳ（Post Marketing 
Surveillance：市販後調査）を主な業務

としていますが、近年は経営的な視点か
らトータルコストを踏まえた情報提供も
求められるようになってきました。
　弊社では、MRの社内教育・資格制度
として上級MR制度を実施しております。
まず第一に、病態に応じた輸液・栄養療
法について第一線の医師に情報提供でき
ることを前提とし、加えて医療政策の動
向や地域の医療需要および医療提供体制
を把握し、経営層と意見交換ができるこ
とをその目標として掲げています。質の
高い情報提供に向けては医療機関が抱え
る課題を的確に把握することが不可欠で
あり、医療関係者の間で広く認知されて
いる医療経営士に着目しました。

　医療経営士の資格取得に取り組み始め
たのは、2017年3月5日（日）実施の第
20回「医療経営士３級」資格認定試験か
らです。全国に17ある支店の支店長、各
エリアを統括するチームリーダー、MR
などを中心に営業本部に所属する約450
人に資格取得を推奨し、第21回3級試験

までに95人の合格者が誕生しました。ま
た、全社を挙げて資格取得に取り組む意
思表明として法人正会員に入会しまし
た。合格者からは「医療制度や診療報酬
だけでなく、これまで学ぶ機会が少なか
った医療関連法規や介護分野の知識を改
めて整理できた」「医療機関で働く人の
背景を深く学んだことで、自信を持って
提案できるようになった」など肯定的な
意見が挙がっています。
　ただ、資格取得がゴールだとは考えて
いません。今後も継続的に医療経営に関
する知識を深め、医療機関の経営視点に
立ったより良い情報提供のあり方を模索
してくれることを期待しています。その
ためには、医療経営士の支部研究会に積
極的に参加し、人脈・ネットワークを広
げていくことも大切でしょう。
　輸液・栄養は、治療薬と比べるとプラ
イオリティが低く考えられがちですが、
十分な治療効果を得るためには、患者さ
んの栄養状態も大きな要素です。そうし
た栄養管理の重要性を医療従事者だけで
なく、経営層や事務部門の方に伝えてい
くためにも医療経営士の資格を有効活用
してきたいと思います。

取締役・営業本部長の小川元一氏（左）と営業本部
営業企画部専任課長の森光章氏

患者さんの栄養管理を
総合的にサポート

栄養管理の重要性を
もっと広めていきたい



地域包括ケア時代のキーパーソン

「介護福祉経営士」資格認定試験のご案内
医療経営士とW取得者急増中 !! 次 回 試 験 日 程

成長産業として注目を集める介護福祉業界で、2013年
に誕生した「介護福祉経営士」。過去13回の「介護福祉
経営士2級」試験では1,305人が合格しました。そのう
ち金融機関・医療機関勤務者が約3割を占め、さらに、
医療経営士とのダブルライセンス取得者は現在258人
になりました。あなたも、医療経営と介護経営の双方に
明るい人材となって、活躍の場を広げませんか?

▶ 第14回 「介護福祉経営士2級」
▶ 第 4回 「介護福祉経営士1級」

資格・試験に関するお問い合わせ　一般社団法人 日本介護福祉経営人材教育協会　☎03-3256-0571　http://www.NKFK.jp

ケア
マネジャー

249人 228人 231人 258人 212人

介護
福祉士

ファイナンシャル
プランナー

医療
経営士

ホーム
ヘルパー

2級合格者の保有資格別構成 ※重複あり
300
250
200
150

0 2017年11月12日㊐ 10／5㊍
受験申込締切試験日
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で
は
、
女
優
の
秋
川
リ
サ
氏
が

認
知
症
の
母
親
を
７
年
間
介
護

し
た
経
験
か
ら
「
見
守
る
介

護
」
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

次
に
、「
こ
れ
か
ら
の
地
域

社
会
の
あ
り
方
―
―
新
た
な
介

護
文
化
の
創
造
と
発
展
を
考
え

る
」
と
題
し
、
小
櫻
義
明
氏
（
静

岡
大
学
名
誉
教
授
）
が
基
調
講

演
を
行
っ
た
。
小
櫻
氏
は
こ
れ

ま
で
の
介
護
は
「
与
え
る
介

護
」
で
あ
り
、
①
高
齢
者
に
依

存
や
甘
え
が
生
ま
れ
る
、
②
介

護
を
受
け
る
こ
と
に
遠
慮
が
生

ま
れ
る
―
―
の
い
ず
れ
か
に
な

る
と
指
摘
。
今
後
の
介
護
の
あ

り
方
と
し
て
「
引
き
出
す
介

護
」
を
提
案
。「
で
き
る
こ
と

は
自
分
で
や
っ
て
も
ら
う
こ

と
。
そ
う
す
れ
ば
介
護
す
る

人
・
さ
れ
る
人
の
両
者
に
対
等

な
関
係
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
高

齢
者
が
自
立
し
て
生
き
る
こ
と

に
つ
な
が
る
」
と
主
張
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
座
談
会
「“
介

護
福
祉
×
教
育
”
が
広
げ
る
可

能
性
―
―
地
域
で
つ
く
る
豊
か

な
学
び
の
場
を
考
え
よ
う
」、

映
画
『
八
重
子
の
ハ
ミ
ン
グ
』

　

実
行
委
員
長
を
務
め
る
多
田

宏
氏
（
一
般
社
団
法
人
日
本
介

護
福
祉
経
営
人
材
教
育
協
会
代

表
理
事
）
の
「
介
護
職
の
人
材

不
足
と
い
っ
た
課
題
を
受
け
、

新
し
い
介
護
の
あ
り
方
を
考
え

た
い
」
と
の
言
葉
で
ス
タ
ー
ト

し
た
第
２
回
「
全
国
介
護
福
祉

総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
in
横

浜
。
大
会
テ
ー
マ
「
地
域
社
会

に
お
け
る
新
た
な
介
護
文
化
の

創
造
・
発
展
を
求
め
て
―
―
今

こ
そ
必
要
な
世
代
間
の
相
互
理

解
と
融
合
」
に
即
し
、
講
演
会
、

座
談
会
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
、
多
彩
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
展
開
さ
れ
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

に
続
い
て
行
わ
れ
た
特
別
講
演

第2回「全国介護福祉総合フェスティバル」in YOKOHAMA

全国から延べ2,000人が参加！
介護文化の創造と発展に向け議論

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
が
開
催

さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
介
護

を
考
え
語
り
合
う
場
と
な
っ
た
。

　

２
日
目
は
、「
介
護
×
Ｉ
Ｃ

Ｔ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
―
―
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
が
生
み
出
す
未
来
の
介

護
と
は
」
や
座
談
会
「
地
域
社

会
に
お
け
る
介
護
福
祉
経
営
士

の
役
割
―
―
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
推
進
力
と
し
て
何
を

す
べ
き
か
」
な
ど
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
第
２
回
「
介
護
福
祉
の

み
ら
い
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
も
行
わ
れ
た
。
同
コ
ン

ク
ー
ル
は
中
学
生
、
高
校
生
が

介
護
や
福
祉
に
関
す
る
実
体
験

等
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
・
考

え
た
こ
と
や
、
自
分
の
老
後
を

想
像
し
て
考
え
た
こ
と
を
発
表

す
る
場
と
し
て
設
け
ら
れ
て
お

り
、
今
年
は
全
国
か
ら
３
９
４

編
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
。
審

査
の
結
果
、７
人
が
受
賞
し
た
。

　

最
後
に
「
横
浜
・
介
護
文
化

創
造
宣
言
」
を
行
い
、
盛
況
裡

に
幕
を
閉
じ
た
本
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
。
医
療
経
営
士
も
多
く
参

加
し
、
介
護
関
係
者
と
交
流
を

深
め
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

第２回「全国介護福祉総合フェスティバ
ル」in YOKOHAMA（主催：一般社団
法人日本介護福祉経営人材教育協会、
後援：日本医療経営実践協会 他）が、8
月4日（金）、5日（土）、横浜産貿ホール「マ
リネリア」で開催された。2日間で延べ
2,000人が参加し、介護が抱える諸課
題の解決に向けて、さまざまな視点か
らの議論・検討が行われた。

開 催 レ ポ ート

たくさんの参加者であふれた会場
（横浜産貿ホール「マリネリア」）

自身の7年に及ぶ介護体験を語
る秋川リサ氏

［上］大盛況となった、認知症の人の世界を
体感できる「VR認知症体験会」（株式会社
シルバーウッド）

［下］第２回「介護福祉のみらい」作文コン
クールでは、中学生、高校生7人が表彰さ
れた

　自院のあり方を考えるには、外
部からどう見えるか、顧客やステ
ークホルダーから何を求められて
いるかを理解することが必要だと
思います。介護フェスは、それを
知るよい機会だと思い参加しまし
た。実際、知らないことだらけでし
た。「自助→共助→公助」の原則が、
まったく逆になっている介護の現
状にも驚きました。
　医療と介護のシームレスな連携
を実現するには、互いをよく知る必
要があります。医療・介護連携に
おける改善策など、考えることの
多いイベントでした。

　私は介護福祉経営士でもあるの
で、今回のイベントはとても身近に
感じました。さまざまなプログラム
の中でも「地域社会」「ICT」「保
険外サービス」「認知症」というキ
ーワードが強く印象に残っていま
す。今回の学びを、さっそく業務
に役立てていきたいと思います。
　医療と介護は、分けて勉強する
より、一緒に学ぶ方がメリットが大
きいと感じます。多くの医療経営
士の方に、介護福祉経営士を目指
してほしいです。Wライセンスを取
ることで、経営士として集える場
所が広がりますよ！

介 護 フェスに 参 加した 医 療 経 営 士 の 声
済生会横浜市東部病院
医事企画室主任
医療経営士2級

金城 悠貴氏

医療法人渓仁会定山渓病院
リハビリテーション部
作業療法科科長
医療経営士2級
小川 輝史氏

地
域
社
会
に
お
け
る

経
営
人
材
の
役
割
を
考
え
る

「
与
え
る
介
護
」か
ら

「
引
き
出
す
介
護
」へ



【事務局】　一般社団法人 日本医療経営実践協会　☎03-5296-1933　http://www.jmmpa.jp/seminar/zenkokutaikai/

全国医療経営士
実践研究大会

11月18日土
11月19日日

2 0 1 7年

第 6 回

医療経営士
による
演題発表
受付中!!

変革期に求められる
医療経営士の使命と課題
──現場主導による経営改革と新しい地域づくり

多くの医療経営士の
チャレンジをお待ち
しています。
●発表登録期間：
　8月31日（木）まで広島YMCA国際文化センター

広島県広島市中区八丁堀7-11
会
場

梶原四郎
日本医療経営実践協会中国支部支部長／医療法人社団清風会理事長

大
会

運
営

委
員
長

参加登録
受付中!

大
会
テ
ー
マ

開
催
日
時

広島大会
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～日本医療経営実践協会からのお知らせ～

事 務 局 掲 示 板

広島大会の告知ポスターが完成
職場やお取引先に掲示していただける

会員の方を募集！
ヘルスケア×まちづくり勉強会

実践から学ぶコミュニティづくり

9/2　関東支部

　株式会社日本医療企画は、超高齢社会健康・医療・
くらし研究所主任研究員の石井富美氏を講師に迎え、
関東支部共催の勉強会を開催する。
　勉強会では、ヘルスケア分野に携わる方を対象に、
医療機関・介護施設の枠を超えた地域連携の進め方、
介護予備軍への効果的な働きかけ、高齢者のフレイ
ルやサルコペニア対策など、地域を元気にするため
の実践手法を学ぶ。

■日時
　9月2日（土）13：00～16：30
■会場
　日本医療企画もとみやセミナールーム
　（東京都千代田区）
■参加費（税込）
　会員1,000円／一般5,000円
■お問い合わせ先
　日本医療企画関東支社（担当：平山）
　TEL：03-3256-2885

患者からのクレーム対応術①
～タイプ別クレーマーの特性と対応法～

9/16　関西支部

　関西支部は、患者クレームをテーマに医療経営士・
介護福祉経営士の合同研究会を開催する。
　講師は、大阪大学大学院人間学研究科教授の小野
田正利氏。クレーム対応において備えておくべき知
識と対策法を講義とグループワークで学ぶ。10月21
日（土）には、医療紛争特化弁護士の胡健介氏が講
師を務める「患者からのクレーム対応術②～医療過
誤訴訟を中心に～」を開催。

■日時
　9月16日（土）14：00～17：00
■会場
　上田公認会計士事務所セミナールーム
　（大阪府大阪市）
■参加費（税込）
　会員3,000円／一般4,000円
■お問い合わせ先
　日本医療企画関西支社（担当：喜津木）
　TEL：06-7660-1761

支部活動に参加してレベルアップを図ろう !

PICK UP  研究会

【お申し込み】
E-mail:
info@jmmpa.jp

日本医療経営実践協会  支部研究会スケジュール
開催日 開催支部 テーマ 講　師

9月2日（土） 関東
（主催：日本医療企画）

ヘルスケア×まちづくり勉強会
実践から学ぶコミュニティづくり

石井富美氏（超高齢社会健康・医療・くらし研究所主任研究員、多摩
大学医療・介護ソリューション研究所フェロー）

9月15日（金） 北海道 北海道「医療・介護・栄養経営士」3支部合同研究会 未定

9月16日（土） 関西 患者からのクレーム対応術①
～タイプ別クレーマーの特性と対応法～ 小野田正利氏（大阪大学大学院人間学研究科教授）

9月22日（金） 北海道 社会保障ゼミⅡ　第6回（全6回） 神内秀之介氏（NB lab代表、介護福祉経営士1級）

9月30日（土）

関東
（東北支局） 経営企画の力を向上させる“石井ゼミ in 東北”　第3回（全3回） 石井富美氏（超高齢社会健康・医療・くらし研究所主任研究員、多摩

大学医療・介護ソリューション研究所フェロー）

九州 医師を知り、交渉力・提案力をUP
現場力を磨く「Dr園田ゼミ」　第1回（全4回） 園田幸雄氏（医療経営士1級、医学博士［九州大学］）

9月29日（金） 関東 第11回神奈川研究会「病院の危機管理　RM（リスク・マネジメント）
からCRM（クライシス・リソース・マネジメント）へ」

安川文朗氏（横浜市立大学国際総合科学部・大学院国際マネジメント
研究科教授）

9月9日（土）

東海
（主催：日本医療企画） 経営人材としての総合力を高める「石井ゼミ」　第1回（全4回） 石井富美氏（超高齢社会健康・医療・くらし研究所主任研究員、多摩

大学医療・介護ソリューション研究所フェロー）

東海 第9回静岡県東部医療経営研究会
「平成30年同時改定に向けた病院の組織運営について」

石井友二氏（医療法人社団同仁会中島病院顧問）／岩本竜一氏（医療
法人社団賢仁会杉山病院介護推進事業室）ほか

※日程等は変更になる場合があります。詳細は協会ホームページでご確認ください。

　11月18日（土）・19日（日）に開催される第6
回「全国医療経営士実践研究大会」広島大会の告知
ポスターが完成しました。事務局では、職場やお取
引先などでポスターを掲示し、広島大会の告知にご
協力いただける会員の方を募集しています。
　ポスターをご希望の方は下記お申し込みアドレス
へ「全国大会ポスター希望」とタイトルをつけ、お
名前、所属先、所属部署、肩書き、送付先住所、電
話番号、必要枚数をご
明記の上、ご連絡くだ
さい。ポスターは枚数
に限りがあるため、ご
希望の枚数を調整させ
ていただく場合がござ
います。皆様の応募を
お待ちしております。


